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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
時
間
調
律
師

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
９
８
８
Ｈ

【
作
者
名
】

　
藤
原
ヒ
カ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
時
間
調
律
師
。
そ
れ
は
時
間
の
歪
み
を
引
き
起
こ
す
”
オ
ー
パ
ー
ツ
”
を
狩

る
も
の
の
事
を
言
う
。
あ
る
日
、
エ
リ
ッ
ク
は
時
間
調
律
師
に
な
る
為
、
女
王

ア
ル
フ
ィ
ミ
ィ
の
元
へ
と
出
向
く
。
そ
し
て
、
時
間
調
律
師
に
な
る
為
に
提
示

さ
れ
た
条
件
。
「
私
の
妹
、
ス
テ
ラ
を
探
し
て
欲
し
い
」
エ
リ
ッ
ク
は
女
王
の

妹
を
探
し
て
同
じ
く
時
間
調
律
師
の
ミ
レ
イ
ユ
・
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
と
旅
を
始
め
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

時
間
調
律
師
、
そ
れ
は
時
間
を
管
理
す
る
守
護
者
の
事
。

そ
れ
を
従
え
る
の
は
、
女
王
、
ア
ル
フ
ィ
ミ
ィ
。

ア
ル
フ
ィ
ミ
ィ
は
時
間
を
制
す
る
た
め
に
時
間
調
律
師
と
し
て
戦
士
を
幾
度
も

あ
る
世
界
へ
と
送
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
彼
女
の
元
へ
１
人
の
男
が
時
間
調
律
師
と
な
る
た
め
に
、
や
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
彼
に
ア
ル
フ
ィ
ミ
ィ
が
突
き
つ
け
た
１
つ
の
条
件
。

「
私
の
妹
、
ス
テ
ラ
を
探
し
て
欲
し
い
。
こ
の
条
件
を
呑
め
ば
、
無
条
件
で
調

律
師
に
し
て
あ
げ
ま
す
」

調
律
師
に
な
る
た
め
に
は
、
戦
士
と
し
て
の
実
力
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
エ
リ
ッ
ク
は
召
喚
師
と
し
て
は
有
能
な
の
だ
が
、
戦
士
で

は
な
い
。

だ
か
ら
、
調
律
師
に
な
る
為
、
彼
は
こ
の
条
件
を
呑
ん
だ
。

＊「
こ
こ
か
・
・
・
」

時
空
の
歪
み
、
そ
れ
は
人
類
と
は
違
う
生
物
、
”
失
わ
れ
た
知
識
”
を
持
つ
生

物
が
、
引
き
起
こ
す
も
の
。
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”
失
わ
れ
た
知
識
”
を
も
つ
生
物
―
―
”
オ
ー
パ
ー
ツ
”
を
狩
る
事
が
、
時
間

調
律
師
の
仕
事
。

そ
ん
な
時
間
調
律
師
の
１
人
、
ミ
レ
イ
ユ
・
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
は
街
の
入
り
口
で
自

分
の
持
つ
大
剣
を
意
識
し
た
。

「
時
間
停
止
」

黄
色
い
魔
方
陣
が
彼
女
の
足
元
か
ら
街
へ
広
が
っ
て
い
く
。

街
の
風
景
が
枠
の
中
の
絵
の
様
に
止
ま
る
。

「
さ
て
と
、
狩
り
の
時
間
ね
」

彼
女
は
背
中
に
背
負
っ
て
い
る
大
剣
を
抜
く
。

「
レ
ー
バ
テ
イ
ン
、
弾
層
一
発
消
費
」

彼
女
の
持
つ
剣
、
調
律
師
の
武
器
、
”
調
律
具
”
の
”
レ
ー
バ
テ
イ
ン
”
は
柄

の
先
に
つ
い
て
い
る
リ
ボ
ル
バ
ー
の
弾
を
一
発
消
費
す
る
。

カ
コ
ン
と
音
を
立
て
て
薬
莢
が
落
ち
る
。

「
い
く
よ
！
」

自
分
の
魔
力
を
高
め
、
飛
ぶ
。

「
・
・
・
見
つ
け
た
、
隠
れ
て
た
っ
て
・
・
・
」
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黒
い
影
。

こ
れ
が
、
”
オ
ー
パ
ー
ツ
”
。

「
無
駄
よ
！
」

ミ
レ
イ
ユ
は
上
か
ら
、
一
段
に
斬
り
裂
い
た
。

”
オ
ー
パ
ー
ツ
”
は
真
っ
二
つ
に
斬
ら
れ
、
跡
形
も
無
く
消
え
た
。

ミ
レ
イ
ユ
は
屋
根
の
上
に
着
地
。

レ
ー
バ
テ
イ
ン
を
下
ろ
す
。

「
汚
染
物
排
除
完
了
、
時
間
再
始
動
」

止
ま
っ
て
い
た
街
の
風
景
が
、
再
び
動
き
出
す
。

最
初
の
ミ
レ
イ
ユ
の
行
動
か
ら
１
分
も
経
っ
て
い
な
い
。

「
ふ
ぅ
、
冷
却
開
始
」

レ
ー
バ
テ
イ
ン
は
白
い
煙
を
噴
出
し
、
高
ま
っ
て
い
た
魔
力
が
止
ま
る
。

「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」

ミ
レ
イ
ユ
は
一
言
レ
ー
バ
テ
イ
ン
に
言
い
、
再
び
背
負
う
。

屋
根
か
ら
飛
び
降
り
る
。
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白
い
ド
レ
ス
に
金
色
の
防
具
を
付
け
、
そ
の
上
に
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
て
は
い
る

が
、
ミ
レ
イ
ユ
は
か
な
り
目
立
っ
て
い
た
。

人
々
が
此
方
を
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

ミ
レ
イ
ユ
は
そ
ん
な
人
を
気
に
せ
ず
次
の
街
へ
と
向
お
う
と
し
た
。

『
ミ
レ
イ
ユ
』

「
ん
？
」

”
指
揮
者
”
の
声
だ
と
ミ
レ
イ
ユ
は
す
ぐ
に
気
付
く
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

「
何
よ
？
デ
ル
」

『
ア
ル
フ
ィ
ミ
ィ
女
王
陛
下
か
ら
ご
命
令
だ
』

「
女
王
陛
下
か
ら
？
」

『
そ
う
だ
。
第
４
の
時
間
（
世
界
）
の
東
に
あ
る
街
、
ヴ
ル
ド
ン
ネ
で
新
人
が

待
っ
て
い
る
。

　
そ
い
つ
は
女
王
陛
下
の
大
事
な
使
者
ら
し
い
。
そ
い
つ
を
護
衛
し
ろ
、
と
の

事
だ
』

「
ま
た
、
め
ん
ど
く
さ
い
こ
と
ね
」

軽
く
手
を
振
っ
て
”
い
や
”
と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
ミ
レ
イ
ユ
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
は
見
え
て
い
る
か
は
不
明
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
め
ん
ど
く
さ

い
時
は
そ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
し
ま
う
の
が
癖
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
仕
方
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が
無
い
。

癖
に
な
っ
た
も
の
は
、
直
す
の
が
大
変
な
ん
だ
か
ら
。

ミ
レ
イ
ユ
は
心
の
中
で
愚
痴
る
。

『
ご
命
令
だ
、
命
令
に
従
う
ん
だ
な
、
時
間
調
律
師
ミ
レ
イ
ユ
』

「
は
い
は
い
、
了
解
し
ま
し
た
」

投
げ
や
り
に
返
事
を
返
す
ミ
レ
イ
ユ
。

そ
し
て
そ
そ
く
さ
と
街
を
後
に
し
た
。

今
の
ミ
レ
イ
ユ
に
あ
る
思
い
は
た
だ
１
つ
。

・
・
・
「
め
ん
ど
く
さ
い
」
。

＊商
業
の
街
、
ヴ
ル
ド
ン
ネ
。

エ
リ
ッ
ク
は
女
王
に
言
わ
れ
て
こ
こ
で
も
う
数
日
待
機
し
て
い
る
。

「
・
・
・
ヒ
マ
だ
な
・
・
・
」

自
分
の
調
律
具
で
あ
り
愛
杖
の
”
ジ
ェ
ズ
ル
”
は
壁
に
立
て
か
け
て
あ
る
。

自
分
の
護
衛
の
調
律
師
は
い
つ
ま
で
自
分
を
待
た
せ
る
の
だ
ろ
う
？
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は
や
く
、
家
族
の
仇
を
取
り
た
い
の
に
。

窓
の
外
を
見
る
。

と
て
も
活
気
が
あ
る
。

視
線
を
部
屋
の
中
に
戻
し
目
の
前
の
調
律
具
を
見
る
。

『
は
や
く
、
エ
リ
ッ
ク
！
』

”
オ
ー
パ
ー
ツ
”
は
時
々
、
人
の
目
の
前
に
現
れ
、
街
を
、
時
間
を
引
っ
か
き

ま
わ
し
て
い
く
。

そ
の
街
で
い
る
か
い
な
い
か
の
数
な
の
だ
が
、
た
と
え
ば
エ
リ
ッ
ク
の
よ
う
に

時
間
の
歪
み
に
気
付
く
人
が
い
る
。

『
逃
げ
て
、
エ
リ
ッ
ク
！
は
や
く
！
』

自
分
の
姉
が
、
自
分
の
街
が
堕
ち
た
日
の
景
色
が
頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
。

ま
だ
、
３
、
４
歳
の
自
分
は
姉
や
父
を
措
い
て
炎
が
燃
え
上
が
る
街
を
走
る
。

当
時
の
自
分
は
姉
や
父
が
戻
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
。

・
・
・
笑
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
、
ま
た
何
時
も
の
生
活
に
戻
る
と
。

そ
う
思
っ
て
、
止
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
止
ま
っ
た
ら
み
ん
な
が
帰
っ
て
こ
な

い
と
思
っ
て
、
走
り
続
け
た
。
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ト
ン
ト
ン

エ
リ
ッ
ク
は
ド
ア
の
ノ
ッ
ク
で
我
に
帰
る
。

「
・
・
・
ど
う
ぞ
」

ド
ア
が
開
く
。

「
食
事
だ
、
降
り
て
来
い
」

や
っ
て
き
た
の
は
い
か
つ
い
安
宿
の
店
主
だ
。

宿
の
店
主
と
い
う
よ
り
、
格
闘
家
の
ほ
う
が
似
合
っ
て
い
そ
う
な
体
格
の
持
ち

主
だ
っ
た
。

「
わ
か
り
ま
し
た
」

部
屋
に
来
た
安
宿
の
店
主
は
短
く
言
う
と
ド
ア
を
閉
め
、
食
堂
へ
戻
っ
て
い
く
。

エ
リ
ッ
ク
は
ベ
ッ
ド
脇
の
時
計
に
目
を
や
っ
た
。

夕
方
５
時
。

自
分
の
街
が
襲
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
時
間
帯
だ
っ
た
な
と
、
エ
リ
ッ
ク
は
思
っ

た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

時間調律師
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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